
江

正

弘

著

口

『
天
草
版
平
家
物
語
の
語
葉
と
一
訟
法
』

「
天
草
版
平
家
物
語
」
は
中
世
末
に
来
日
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教

師
の
日
本
語
学
習
の
た
め
に
、
ロ
ー
マ
字
、
口
語
に
書
き
改
め
ら
れ
、

一
五
九
三
年
に
天
草
学
林
か
ら
出
版
さ
れ
た
本
で
あ
る
。
そ
し
て
い

ま
は
ロ

γ
ド
シ
の
大
英
博
物
館
に
た
だ
一
冊
だ
け
伝
わ
っ
て
い
る
世

界
の
孤
本
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
先
に
そ
の
大
英
博
物

館
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
頒
布
を
受
け
、
『
天
草
版
平
家
物

語
対
照
本
文
及
び
総
索
引
』
（
明
治
書
院
）
を
出
版
し
た
が
、
本

書
は
そ
の
研
究
編
で
あ
る
。
室
町
時
代
は
古
代
語
か
ら
近
代
語
へ
移

行
し
よ
う
と
す
る
時
代
で
、
「
天
草
版
平
家
物
語
」
は
当
時
の
数
少

な
い
口
語
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

本
書
は
そ
の
語
業
研
究
と
語
法
研
究
の
両
編
と
か
ら
な
る
。
語
業

編
は
索
引
作
成
者
と
し
て
の
語
集
の
報
告
を
主
に
、
覚
一
本
と
の
比

較
、
い
わ
ゆ
る
大
野
法
則
と
い
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
検
討
や
、

古
典
語
の
基
本
語
実
に
つ
い
て
の
試
み
を
述
べ
る
。

語
法
編
で
は
、
動
調
に
つ
い
て
は
「
連
体
形
の
終
止
形
化
」
や

「
音
便
形
」
に
つ
い
て
、
形
容
詞
で
は
ク
活
用
・
シ
ク
活
用
の
統
一
、

な
ど
に
つ
い
て
論
じ
、
付
属
語
で
は
助
詞
・
助
動
詞
概
説
の
ほ
か
、

特
に
「
仮
定
法
の
考
察
」
「
係
助
詞
『
こ
そ
』
」
「
副
助
詞
『
だ
に
・

さ
へ
・
す
ら
』
」
に
つ
い
て
、
国
語
史
的
視
点
か
ら
考
察
し
た
論
文

を
掲
載
し
て
い
る
。

（
笠
間
書
院
発
行
・
三
五
二
貝
・
一
二

O
O
O円）
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